
（別紙１）

Ⅰ　基本情報

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定単位
施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 西区市民部地域振興課(641-6926)

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

昭和49年10月19日 延床面積

業務の範囲

名称

募集方法

札幌市西区民センター 所在地 札幌市西区琴似２条７丁目

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

(一社)札幌市区民センター運営委員会

平成30年（2018年）4月1日～令和5年（2023年）3月31日

施設数：１施設

名称

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

2831.49㎡

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増進に寄与する。

ホール、会議室(6室)、集会室(4室)、料理実習室、視聴覚室

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営されることにより、地域住民が
まちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセンターの管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り
組むことによって、地域住民間の信頼関係が築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の
担い手の育成に寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁による団体により設立された団
体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター等の管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁
による団体の推薦を受けた団体により、現に良好な管理運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために
非公募としたもの。

３　評価単位
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Ⅱ　令和４年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

人数

2

3

3

2

1

（１）統括管理
業務

1　業務の要求水準達成度

月日

▽　管理運営に係る基本方針の策定

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者の確保・配置、人材育
成）

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

　区民センターの設置目的である「地域住民の生活文化、教養の向上、コミュニ
ティ活動の助長を図り、福祉の増進に寄与すること」を実現するため、「まちづくり
に興味を持つきっかけの場づくり」「地域の人材育成」「情報の発信・受信の拠点」
「親しまれる区民センター」の実現を目指すことを基本方針としている。

・公の施設に求められている「公平」「公正」「公開」の３原則を基本に掲げ運営に
当たっている。
・初めての利用者に対しては、利用内容を聞き、使用条件・料金・キャンセル制度
など誤解を生じないよう充分に説明し、了解の上申込を受けている。
・貸室に関し、予約が競合した場合は抽選で決定し、落選した団体には他の空き
室を案内し施設の有効利用を図っている。

・札幌市環境マネジメントシステムに準じて室内適正温度を設定し、照明の間引
き、小まめな消灯に努めている他、水道・電気については館内にポスターを掲示し
利用者にも節約を呼びかけている。
・管理運営業務等に係る物品の購入にあたっては、札幌市グリーン購入ガイドライ
ンに従い、ガイドライン指定品を優先的に購入している。

・住民組織、利用団体関係者などで構成される西区民センター運営委員会を組織
し、その下に事務局として総括責任者の事務局長(館長)１名、事務局次長１名の
他、常勤職員として事務室4名、図書室に司書資格を持つ職員４名の計10名の職
員体制となっている。
・人材の育成については基本的な業務をOJTにより行い、業務知識を深めるため
年間計画を立て、経理、図書、接遇などを市区民センター運営委員会と共同で研
修を行っている。

・研修実績

白石区民センター

ホテルヤマチ他

中央区民センター

研修名

所管局の評価項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

場所

・貸室利用に際して
は、特定の団体・個
人に利益・不利益が
生じることの無いよ
う、条例・規則等に
基づき適正に行って
いる。

・事務室及び貸室利
用時の温度設定は
札幌市の基準と同
程度とし、利用して
いない部屋の暖房
は必ず切るようにし
ている。

・人材の確保につい
ては市の要求水準
を満たす人員を配
置している。

・各種研修終了後、
受講職員は報告書
を作成し、その都度
フィードバックを行っ
ている。

　市区民センター運
営委員会主催の職
員研修に参加する
他札幌市防火管理
者協会主催の救命
講習会(AEDを使用
した心肺蘇生法等)
の研修に参加した。

中央区民センター

札幌市生涯学習
センター

要求水準が満たさ
れており、適切に
管理、運営されて
いる。

7/13

9/9・
11/25・
12/8

11/8

12/7

2/27

経理事務研修

救命講習会

再エネってどうやって導入するの?

みんなで取り組もう!地域のまちづくり!

生涯学習関連施設職員研修
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・事業報告
・事業計画
・懸案事項についての意見交換

＜協議会メンバー＞

・町内会関係(琴似、二十四軒、二十四軒東の連町より各1名)
・西区老人クラブ連合会副会長
・西区卓球サークル連絡会副会長
・西区地域振興課課長
・西区民センター運営委員会委員長、同副委員長。計8名

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開催）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受託者への適切監督、履
行確認）

・業務日誌を備え、日々の特記事項を記録している他、区役所など関係機関から
の文書、メールについては職員間で供覧し情報共有を図り業務運営に生かしてい
る。
・館内の安全管理については、職員が各室の点検を頻繁に行い設備の状況を確
認し、利用者の安全利用と未然の事故防止につなげている。

・夜間の受付業務はシルバー人材センターに第三者委託し、1日2名体制で7名が
交代で勤務している。毎日の業務内容は業務日誌、施設点検日報の提出を義務
付けており、仕様書に基づき適正に執行されている。
　夜間の受付業務について、引継ぎ事項等があれば必ず直接口頭で指示している
他、必要事項を全てのシルバー職員に周知できるよう連絡ノートによる情報共有
に努めている。

開催回

第１回
(7月26日)

第２回
(10月20日)

西区コミュニティ
施設館長会議

・地域振興課からの連絡事項
・各センターの運営状況
・懸案事項についての意見交換

第４回
(1月19日)

西区コミュニティ
施設館長会議

第３回
(11月28日)

・令和4年度4～9月事業報告
・開放事業関連報告
・新型コロナウイルス関連報告

・地域振興課からの連絡事項
・各センターの運営状況
・懸案事項についての意見交換

・館側の瑕疵による
利用者の事故等は
無かった。

夜間受付業務に関
する市民からの苦
情・トラブル等はほ
とんど無かった。

・館の運営に関し、
貸室の利用状況・利
用者アンケートの結
果・懸案事項等につ
いて報告し、各委員
から意見を聴取し館
の運営に反映させ
ている。
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▽　要望・苦情対応

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリングの実施、事業報告、札幌
市の検査等への対応、自己評価の実施）

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

・日常的な資金管理については、事務局職員が行っているが、西区民センターが
所属する法人全体の財務管理については、税理士事務所に一括委託し、事務処
理を行っている。
　日常業務の中で不明な点等があれば税理士事務所から適宜指導、助言を受け
適正な業務執行に努めている。
・会計管理に関しては法人として会計規程を定めており、その規程に従い、行って
いる。また現金の取扱いは複数の職員がチェックする体制を取り、売上金等は速
やかに金融機関に預け入れ、迅速な処理を行っている。

・要望・苦情については、常に誠実に対応するとともに文書で記録し、軽易なもの
については速やかに対応し、特に重要と判断するものについては、区役所、運営
委員会に報告しながら対応している。
・要望・苦情の聴取は申出人に対し、直接面談または電話で受けるほか、ロビーに
設置した目安箱や毎年行うアンケート調査からも収集している。
・苦情に至らないケースについても、申出人に十分説明し改善可能な意見に対し
ては真摯に対応し利用者の利便性向上に努めている。

・利用者アンケートは事務室は2月1日から2月7日、図書室は2月1日から2月6日に
それぞれ実施し、350枚のアンケート用紙配布に対し、100％の回答があった。アン
ケート結果を集約し、いただいた意見を参考に施設運営に役立てている。
・利用者アンケートとは別に、講座、事業の終了時にもアンケートを実施し、理解度
や満足度などを測り、自己評価の資料に活用し今後の参考としている。
・利用者アンケートの結果は約１か月間館内に掲示した。

・予算の執行管理に
ついては、税理士事
務所とも連携し、適
正に執行することが
出来た。

・苦情や意見があっ
た場合は、申出人に
対して迅速かつ誠
実に対応することを
心掛けており、大き
なトラブル等に発展
する事例はなかっ
た。

4



（別紙１）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・火災を想定した訓
練を行った結果、各
職員のそれぞれの
役割分担が明確に
なるとともに、消防
設備の使用方法に
ついても再確認する
ことができた。

・利用者の安全確保
には万全の注意を
払い、日常的に施設
内の点検を行ってお
り、利用者の目線か
らみた施設環境を
常に心がけている。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への配慮、連絡体制確保、保
険加入）

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、備品管理、駐車場管理、
緑地管理等）

・施設で働く職員に対し、最低賃金920円（令和4年10月2日発行）を上回る時給を
支給し、時間外労働・休日労働をさせた場合はそれぞれ法定割合以上の割増賃
金を支払っている。
・法人として労基法等にもとづき就業規則、給与規程等を定めており、時間外労働
または休日労働をさせる場合には労働基準監督署に提出している３６協定締結届
に基づいて行っている。
・期間の定めのある職員は一年毎に労働契約書を交わし、労働条件の確認を行っ
ている。また、職員には年１回の健康診断を実施し健康の維持・促進を図ってい
る。
・法人内で正規職員を新たに雇用する際、臨時職員から希望者を募り、内部登用
試験を実施し正規職員として採用している。
・労務管理に関する相談、指導、労働保険・社会保険諸法令に基づく書類作成や
提出などは法人として社会保険労務士に委託し行っている。
・職員の福利厚生と退職金制度の充実を図るため、札幌市中小企業共済センター
（サポートさっぽろ）に加入している。

・利用者の安全確保については、仕様に適合した損害賠償保険に加入し、施設内
事故、イベント参加者の事故に対応する措置を取っている。
・定期的に職員が館内を巡回し、事故防止の観点から不審物や不審者、危険物の
有無、各室の点検などを行っている。
・不測の事態が発生した場合に備え、区役所や最寄りの警察署など関係行政機関
や警備会社と日頃から情報共有を行っている。
・拾得物については、管理台帳を備え適正な管理に努めている。また金品、貴重
品については、速やかに最寄りの交番に届けている。

・清掃、ボイラー保守、警備の委託業者と日頃から連絡や協力を密にし、施設内の
備品などの軽易な補修、修繕については委託業者と協力し自前で行うようにして
いる。
　設備関係の故障や修繕が必要なものについては区役所と相談の上、対処してい
る。
・貸室使用後や早朝に各室内や共用部分の清掃を行い、館内の清潔保持に努め
ている。
　コロナウイルス感染防止対策として、各室利用後の清掃業者による清掃作業の
他、館内入口と受付窓口に手指用の消毒液の設置、貸室利用団体に消毒液の貸
出しを継続している。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無などの安全衛生面を含む)

▽　防災

・災害時の備えとして、職員が緊急時に消防設備等の取扱いや非常放送設備の
使用が出来るよう定期的に確認している。
・ＡＥＤはいつでも使用できるよう、１階ロビー内の目立つ場所に設置しており、職
員が使用できるように他区民センターと共同で研修を行っている。
・年２回消防法に基づき、消防用設備の点検を行っている。

・施設の不具合及び
主催講座・事業によ
る事故、怪我の発生
はなかった。

・職員の勤務条件に
関しては、労基関係
法令など国の基準
の改正に伴い、法人
としての就業規程な
ども適宜見直し職員
の勤務条件に配慮
している。

労働関係法令が
遵守されており、
雇用環境の維持
向上に努めてい
る。

要求水準が満たさ
れており、施設・設
備の適切な維持
が行われている。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・計画した講座は全
て実施することが出
来た。
・コロナ感染防止対
策を徹底しての開催
であったが受講者ア
ンケートの結果はど
の講座も満足度が
高く良好であった。
・西区健康子ども課
との共催事業を３回
行った。
(大人も子どももお口
のメンテナンスで＝
健幸(健口)家族・フ
レイル予防講座・漢
方薬と健康食品に
ついて)

・コロナウイルス感
染防止のための札
幌市コミュニティ施
設における取扱い
の基準を満たしての
事業実施は困難と
の判断から、R2年
度から開放事業を
中止としていたが、
R4年11月15日から
囲碁将棋開放を月1
回再開した。また新
たな試みとしてR4年
10月27日から月1回
程度、図書室から貸
し出した本を読むス
ペースとして大会議
室の開放を開始し
た。

14/15

▽　地域住民のまちづくり活動に関する市民の自主活動及び交流の支援業務

15/15 100%

6/20 30%

20/40 50%

リンパ体操 5

▽　生涯学習に関する情報収集及び提供業務

・市内の各施設で実施する講座や活動サークルの状況、各種行事などの情報を
収集して、ポスターの掲示やチラシの配架などを行い情報提供した。

大人も子どももお口
のメンテナンスで＝
健幸(健口)家族

1

実家の片付け成功
の３つのポイント

5 10/20 50%

漢方薬と健康食品
について

1 29/30 97%

34 192/260 74%

健康ボウリング 4 17/20 85%

167%

元気なうちに考えた
い　自分の葬送どう
します?

3/16 60/50 120%

合　　　計 336/280 120%

合　　　計

（4）事業の計
画・実施業務

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

162%

ファミリーコンサート 12/3 101/130 78%

▽　地域住民の交流する場の提供を目的とした施設開放事業(無料)

天然アロマで作る!あ
なただけのオリジナ
ル香水

5 13/20 65%

2 37/50 74%

自然ウオッチング 4 16/15 106%

ふわゆる姿勢美人
セルフケア教室

5

冬のリース作り講座 1 15/15 100%

フレイル予防講座

美術への誘い 1 93%

講座名 回数 受講者/定員 充足率

R3年度 R4年度

回数 人数 回数 人数

事業名 実施日 参加者/定員 充足率

あみだで本
7/30

～8/15
44/20 220%

本の交換会 10/10 81/50

本のお楽しみ袋
1/6

～1/15
50/30

卓球

囲碁・将棋 4 23

読書ス
ペース開
放

6 31

地域住民のコミュ
ニティ活動及び福
祉の増進に係る幅
広い分野の事業を
実施している。ま
た、施設活用事業
の一環として新た
な試みを開始して
いる。

6



（別紙１）

R2年度

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ワクチン接種会場と
しての利用や、選挙
の際の期日前投票
所となった期間もあ
り、サークル等での
利用に制限がある
期間があった。コロ
ナ感染拡大に伴う
休館は無く利用して
いただくことが出来
た。

224 636

Ｒ4年度実績

▽　図書業務

▽　利用件数等

件数(件)

（5）施設利用
に関する業務

Ｒ3年度実績 Ｒ4年度計画

672

貸出冊数 83,000 83,097 98,770 18.9%

返却冊数 80,922 81,344 98,323 20.9%

　前年度より引き続き、コロナウイルス感染予防の観点から閲覧席の利用禁止・新
聞、雑誌最新刊の利用不可などの制限付きでの開室が続いたものの10月29日よ
り座席を減らした状態で閲覧を再開した。

R3年度 R4年度 前年度比

新規登録者数 320 370 504 36.2%

登録者数 3,243 3,083 3,011 -2.3%

予約冊数 4,936 4,204 4,095 -2.6%

利用者数 29,486 28,300 34,973 23.6%

蔵書数 28,255 27,988 27,295 -2.5%

開室日数 307 280 340 21.4%

レファレンス数 2,640 2,854 2,176 -23.8%

相互貸借数 10 6 7 16.7%

第２
会議室

件数(件) 237 692 588

人数(人） 2,436 6,100 6,233

稼働率(％) 26.9% 55.2%

・書架に埋もれている本を手に取ってもらい貸し出しにつなげるため、掲示板や室
内のスペースを利用し、季節に合わせた図書の紹介など一般書・児童書ともに月
替わりで複数の企画展示を実施した。
・前年度に引き続き、「司書のおすすめ」という特集掲示を行い、月ごとにテーマを
変えて司書が１冊ずつおすすめしたい本を紹介した。
・利用者同士が密にならないよう対策し、「あみだで本」(7/30～8/15)、「本の交換
会!」(10/10)、「本のお楽しみ袋」(1/6～1/15)の事業を当初の計画通り行うことがで
きた。

第１
会議室

件数(件) 345 693 827

人数(人） 3,075 7,000 8,351

稼働率(％) 39.0% 76.4%

第１
集会室

件数(件) 148 650 426

人数(人） 1,291 5,000 4,357

稼働率(％) 17.0% 39.7%

第３
会議室

件数(件) 337 725 857

人数(人） 1,656 3,700 4,645

稼働率(％) 38.6% 80.1%

第３
集会室

件数(件) 206 570 275

人数(人） 1,758 4,700 2,684

稼働率(％) 22.1% 34.4%

第２
集会室

件数(件) 261 650 686

人数(人） 1,814 4,500 5,304

稼働率(％) 29.0% 62.6%

第４
会議室

第４
集会室

人数(人） 1,381 4,000 4,298

稼働率(％) 25.2% 59.2%

件数(件) 329 600 337

人数(人） 2,810 5,500 3,375

稼働率(％) 47.3% 66.2%

R3年度に比べると
貸室の稼働率が
大きく改善してい
る。引き続きアフ
ターコロナにおけ
る施設利用促進に
向けた取組みに期
待する。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（前回から継続指定のため引継業務なし）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　

利用者から購入依
頼が多い備品などを
優先的に買い替え
ることにより、利便
性向上を図ってい
る。

札幌市の指示によ
る休館やキャンセル
料の取扱いなどの
情報提供などにつ
いても、ホームペー
ジを通じて迅速に行
うことが出来た。

・物品の調達は出来
る限り地元企業へ
の発注を心掛けて
いる。
・夜間案内業務につ
いては継続してシル
バー人材センターと
契約している。

85,586 141,700

32.1%

50.2%49.1%稼働率(％)

263

人数(人） 55,954 78,000

58.5%

47.2%

（6）付随業務 ▽　広報業務

▽　 不承認 ・取消・減免件数なし。
　　　還付　9 件(うちコロナウイルス関連　6件)

▽　利用促進の取組

人数(人）

▽　引継ぎ業務

２　自主事業その他

▽　自主事業

・貸室利用に関しては、抽選ではずれた団体には、空いている部屋を紹介し利用
につなげている。
・利用者アンケートの結果などで、要望の多い講座や事業を積極的に行い、新規
利用者の取り込みを行っている。
・老朽化や古い規格の備品については、予算の範囲内で市民還元として順次更新
し、市民ニーズに対応している。

・ホームページをR元年度から刷新し、札幌市の定めるウェブアクセシビリティに適
合するものにリニューアルした。
・西区民センター主催の講座・事業については札幌市発行のイベント冊子、ホーム
ページ、館内でのチラシ配布・ポスター掲示、フリーペーパー「ふりっぱー」での掲
載、地デジ・スマホアプリなどを通じ幅広く周知を図った。
・その他市民生活に役立つと思われる情報・パンフレット・チラシ・ポスター等をロ
ビー・館内展示パネルに掲出している。

区民
ホール

件数(件)

大会議室

件数(件) 260 305 669

人数(人） 3,838 5,800 8,449

稼働率(％) 30.2% 62.4%

料理
実習室

件数(件) 59 250 60

人数(人） 557 1,800 606

稼働率(％) 8.4% 11.3%

7,707 6,367

345 540

68.1%

第５
会議室

件数(件) 670 394

5,600 4,539

76.9%

稼働率(％)

104,845

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

該当なし

・施設内の備品・消耗品の購入については、従前より市内企業を中心に発注している。
・福祉作業所や障がい者施設がロビーで物販を希望する場合は、使用に関して協力している。
・夜間の案内管理業務は、（公・社）札幌市シルバー人材センターに委託している。
・利用者サービスの一環として、札幌市母子寡婦福祉連合会が所管する自動販売機3台を設
置している。
・北海道盲導犬協会「ミーナの募金箱」を設置している。

視聴覚室

件数(件) 334 690 349

人数(人）

44,395

3,397件数(件)

2,780

稼働率(％) 45.0%

6,236 10,000 7,609

稼働率(％)

要求水準を満たし
ており、適切に実
施されている。

市内企業の活用
や福祉施策への
取組みを継続して
いる。

合計

312

人数(人）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

実施時期

貸　 室　　令和5年2月

図書室　　令和5年2月

配布数及び回収枚数

貸室　　　　250枚配布 回収 250枚 回答率 100％

図書室　　 100枚配布 回収100枚  回答率 100％

年代

貸室 70代以上 146名(58％)

60代  59名(24％)

50代以下 44名(18％)

無回答　　　　　　 1名

図書室 70代以上 36名(36％)

60代  16名(16％)

50代以下 48名(48％)

貸室

総合的な施設サービス

ぜひ利用したい 141名(56％)

利用したい 86名(34％)

職員の言葉遣い・対応

大変良い 70名(28％)

良い 125名(50％)

館内の清掃状況

大変良い　 61名(24％)

良い  134名(54％)

図書室

総合的な施設サービス

ぜひ利用したい 69名(69％)

利用したい 30名(30％)

職員の言葉遣い・対応

大変良い 57名(57％)

良い 36名(36％)

　令和５年2月に貸
室利用者及び図書
室利用者にアン
ケート調査を実施
し、どちらも100％回
答を得ることが出来
た。

総合評価、職員対
応や清掃状況、貸
室、図書室に関する
アンケート調査を実
施し、どの項目にお
いても概ね80％以
上の方から高い評
価を得ることが出来
た。

結果概
要

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

各項目の要求水
準を満たしてい
る。
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貸室利用(主なもの)

・網戸が欲しい

・鏡が多いと良い

・更衣室が欲しい

・Wi-Fiが使用できるようになると良い

・長期利用可能なレンタルスペースが欲しい

・整理整頓されていて気持ち良い

・ホールの床と音響を新しくしてほしい

・いつも快適に利用しています

・現状で良い

図書室 (主なもの)

・とても利用しやすくて便利です

・椅子が所々にあると良い

・応対が丁寧で気持ち良い

・海外の文庫本がもっとあると良い

その他

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

感染対策を万全に
行い行事の開催を
今後も継続していき
たい。

3,131

44,485 3,761

支出 40,724 44,485 3,761

自主事業支出 0 0 0

利用者
からの
意見・
要望と
その対
応

利用者からの意見・
要望については臨
機応変に対応し、特
に費用のかかるも
のに対しては必要
性や優先順位を考
慮して対応出来た。
　館内の構造的な観
点から、対応が困難
なものであっても課
題として認識してい
きたい。

収入-支出 52 ▲ 578 ▲ 630

４　収支状況

22,276 22,276 0

利用料金 18,000 20,506 2,506

指定管理費

3,131

指定管理業務収入 40,776 43,907

52

純利益 0 ▲ 630 ▲ 630

▽　説明

52

【参考】

0

・その他収入には躯体健全度調査に伴う休館及びキャンセル料無料に伴う札幌市からの補填
収金収入829千円を含む。

・指定管理業務による利益還元としては、老朽化した備品の買換えやメンテナンスを中心に優
先順位の高いものから行った。
(主な購入備品)
・ワイヤレスアンプ一式(231千円)、料理実習室(調理台・調理器具)清掃(281千円)・包丁研磨
(28千円)・スチールミラー(144千円)・ピアノ調律(2台)(26千円)・コードリール(温度センサー付)(3
台)(51千円)・AEDパッド交換(56千円)

自主事業による利益還元 0

法人税等

Ｒ４年度決算 内容

指定管理業務による利益還元

その他 500 1,125 625

自主事業収入 0 0 0

指定管理業務支出 40,724

817 下記のとおり

収入 40,776 43,907

▽　収支

項目 Ｒ４年度計画 Ｒ４年度決算 差（決算-計画）

（千円）

利用料金収入はワ
クチン接種会場とし
ての借上げや期日
前投票所としての利
用もあったことから
計画を上回り、
20,506千円となっ
た。
支出については経
費節減に努めたが、
貸室利用の増加か
らパート職員を臨時
職員に変更して雇
用したことや窓口で
使用するパソコンの
更新、必要なソフト
ウエアの購入等の
為、収支決算で630
千円の赤字となっ
た。これについては
剰余金の減少で決
算した。
　その中でも市民還
元は行うことが出来
た。

　館内清掃(床・トイレの汚れ、ごみの片付け等)や室内環境(温度設定等)
についての要望には、その都度、清掃やボイラー担当職員と連携して迅速
に対応している。

単年度で見ると収
支は赤字となって
いるが、管理運営
上必要な人員配
置・物品等への投
資が原因であり、
やむを得ないもの
と考える。過年度
の剰余金から利益
還元もしており、収
支状況は安定して
いる。
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Ⅲ　総合評価

・多くのサークルや団体が利用し、個人情報に関する問い合わせもあるが、札幌市個人情報保
護条例等に基づき個人情報保護の観点から、安易に個人情報を外部に知らせないよう常に注
意を払っている。
・オンブズマン条例に関する照会、調査等はなかった。
・協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、暴力団や暴力団関係事業者
が相手となる契約は行っていない。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及び暴力団の排除の推進
に関する条例への対応

総合評価 来年度以降の重点取組事項

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

当社団法人は法人化以降財務状況の安定化を図るため職員体制の適正化や効率的な事務
執行に努め、一定程度の剰余金も確保しており、財務状況は安定している。

　新しい指定管理の期間となることからこれまでの経験
を踏まえ、より一層区民から親しまれる区民センターづ
くりを行っていきたい。
　講座や事業等は新型コロナウイルス感染拡大の影響
で行う事が出来なかったものも感染対策を徹底して実
施していく。
　また経費節減に努めて健全な運営を行い収支が単
年度で黒字となるよう努める。
　利用者還元にも今まで同様取組み、館内の必要な備
品の更新は区とも相談しながら行っていく。

総合的な施設サービスにおける利用者の満足度が非常に高く、今後もこの水準を
維持してほしい。また、老朽化した備品の買換・メンテナンスの形で市民への利益
還元を行うなど、利用者目線に立った施設運営を継続している。今後は、貸室の
利用率をさらに向上させるような取組みを期待したい。

　令和4年度は躯体健全度調査による休館はあったもののそれ以外の休館や利
用制限は無かった。ワクチン接種会場や選挙での借上げがあったことから、利用
に制限が多くあったものの、利用料金収入は令和3年度を上回った。
　計画していた講座や事業は感染対策を徹底して中止することなくすべて実施す
ることが出来た。また長く中止していた無料開放事業も囲碁将棋開放を再開した
他、新たに図書室で貸し出した本の閲覧スペースとして大会議室の開放事業を始
めることが出来た。
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